
(57)【要約】

【課題】本発明は、少ない部品点数でキートップを水平

状態で上下動させることが可能な低コストのキーボード

スイッチを提供すること。

【解決手段】本発明は、上方支持部３ｃがキートップ２

に回動自在に支持されると共に下方支持部３ｄがベース

プレート８にスライド自在に支持される第１リンク部材

３と、上方支持部４ｃがキートップ２にスライド自在に

支持されると共に下方支持部４ｄがベースプレート８に

回動自在に支持される第２リンク部材４と、第１、第２

リンク部材３、４のそれぞれの中間支持部３ｅ、４ｅを

支持して連結する第３リンク部材５と、第１リンク部材

３の中間支持部３ｅに上方支持部９ｂが回動自在に連結

されると共に下方支持部９ｃがベースプレート８に回動

自在に支持される第４リンク部材９とからなることを特

徴とする。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
キ ー ト ッ プ と 、 こ の キ ー ト ッ プ と 対 向 す る 側 に 絶 縁 性 の フ ィ ル ム シ ー ト を 介 し て 配 設 さ れ
た ベ ー ス プ レ ー ト と 、 前 記 キ ー ト ッ プ を 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト か ら 所 定 高 さ の 位 置 に 弾 性 付
勢 す る 弾 性 部 材 と 、 前 記 キ ー ト ッ プ を 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 対 し て 昇 降 自 在 に 支 持 可 能 な
複 数 の リ ン ク 部 材 と 、 前 記 フ ィ ル ム シ ー ト に 形 成 し た ス イ ッ チ 回 路 と を 備 え 、
前 記 複 数 の リ ン ク 部 材 は 、 一 端 部 が 前 記 キ ー ト ッ プ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部
が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る 第 １ リ ン ク 部 材 と 、 一 端 部 が 前 記 キ ー
ト ッ プ に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部 が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 回 動 自 在 に 支 持
さ れ る 第 ２ リ ン ク 部 材 と 、 前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 の そ れ ぞ れ の 中 点 を 連 結 す る 第 ３ リ
ン ク 部 材 と 、 前 記 第 １ リ ン ク 部 材 の 中 点 に 一 端 部 が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部 が
前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 第 ４ リ ン ク 部 材 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る
キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 は 、 前 記 一 端 部 か ら 前 記 他 端 部 ま で の 長 さ 寸 法 が 同 じ に 形 成 さ
れ 、 前 記 キ ー ト ッ プ に 支 持 さ れ る そ れ ぞ れ の 一 端 部 間 の 寸 法 が 、 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 支
持 さ れ る そ れ ぞ れ の 他 端 部 間 の 寸 法 よ り 広 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ３ リ ン ク 部 材 の 長 さ 寸 法 は 、 前 記 第 １ ま た は 第 ２ リ ン ク 部 材 と 同 等 以 上 に 形 成 さ れ
、 前 記 第 ４ リ ン ク 部 材 の 長 さ 寸 法 は 、 前 記 第 １ リ ン ク 部 材 の １ ／ ２ に 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 部 材 に は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 中 点 か ら 外 方 に 突 出 さ せ て 、 前 記 第
３ リ ン ク 部 材 を 支 持 可 能 な 中 間 支 持 部 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ５ 】
キ ー ト ッ プ と 、 こ の キ ー ト ッ プ と 対 向 す る 側 に 絶 縁 性 の フ ィ ル ム シ ー ト を 介 し て 配 設 さ れ
た ベ ー ス プ レ ー ト と 、 前 記 キ ー ト ッ プ を 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト か ら 所 定 高 さ の 位 置 に 弾 性 付
勢 す る 弾 性 部 材 と 、 前 記 キ ー ト ッ プ を 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 対 し て 昇 降 自 在 に 支 持 可 能 な
複 数 の リ ン ク 部 材 と 、 前 記 フ ィ ル ム シ ー ト に 形 成 し た ス イ ッ チ 回 路 と を 備 え 、
前 記 複 数 の リ ン ク 部 材 は 、 一 端 部 が 前 記 キ ー ト ッ プ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部
が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る 第 １ リ ン ク 部 材 と 、 一 端 部 が 前 記 キ ー
ト ッ プ 側 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部 が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト 側 に ス ラ イ ド 自 在 に
支 持 さ れ る 第 ２ リ ン ク 部 材 と 、 前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 の そ れ ぞ れ の 中 点 を 連 結 す る 第
３ リ ン ク 部 材 と 、 前 記 第 １ リ ン ク 部 材 の 中 点 に 一 端 部 が 回 動 自 在 に 連 結 さ れ る と 共 に 他 端
部 が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 第 ４ リ ン ク 部 材 と か ら な り 、
前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 は 、 前 記 キ ー ト ッ プ 側 に 支 持 さ れ る そ れ ぞ れ の 一 端 部 間 の 寸 法
が 、 ぞ れ そ れ の 他 端 部 間 の 寸 法 と 同 じ に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る キ ー ボ ー ド ス イ
ッ チ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 は 、 前 記 一 端 部 か ら 前 記 他 端 部 ま で の 長 さ 寸 法 が 同 じ に 形 成 さ
れ 、 前 記 キ ー ト ッ プ 側 に 支 持 さ れ る そ れ ぞ れ の 一 端 部 間 の 寸 法 が 、 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に
支 持 さ れ る そ れ ぞ れ の 他 端 部 間 の 寸 法 と 同 じ に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
記 載 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ に 係 わ り 、 特 に キ ー ト ッ プ を 複 数 の リ ン ク 部 材 で 支 持 し た キ
ー ボ ー ド ス イ ッ チ に 関 す る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ を 図 １ ７ に 基 づ い て 説 明 す る と 、 従 来 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ ２
１ は 、 上 部 に キ ー ト ッ プ ２ ２ が 配 設 さ れ 、 こ の キ ー ト ッ プ ２ ２ 裏 面 に は 、 下 方 に 向 け て 立
設 す る ２ 本 の 支 持 棒 か ら な る 軸 支 持 部 ２ ２ ａ が 左 右 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 軸 支 持 部 ２ ２
ａ は 、 図 １ ７ に 示 す キ ー ト ッ プ ２ ２ の 前 後 に も 形 成 さ れ て 、 合 計 ４ 箇 所 に 形 成 さ れ て い る
。
ま た 、 キ ー ト ッ プ ２ ２ 裏 面 の 略 中 央 部 に 形 成 さ れ た 凹 部 ２ ２ ｂ に は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ ２
３ が 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 キ ー ト ッ プ ２ ２ の 軸 支 持 部 ２ ２ ａ に 第 １ リ ン ク 部 材 ２ ４ 、 ２ ４ の 上 部 支 持 軸 ２ ４
ａ 、 ２ ４ ａ が 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ 、 第 １ リ ン ク 部 材 ２ ４ 、 ２ ４ の 下 部 支 持 部 ２ ４ ｂ 、 ２ ４
ｂ が 連 結 部 材 ２ ５ の 軸 部 ２ ５ ａ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
ま た 、 連 結 部 材 ２ ５ の 軸 部 ２ ５ ａ に は 、 第 ２ リ ン ク 材 ２ ６ 、 ２ ６ の 上 部 回 動 支 持 部 ２ ６ ａ
、 ２ ６ ａ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 こ の 第 ２ リ ン ク 部 材 １ ６ 、 ２ ６ は 、 下 部 支 持 軸 ２ ６ ａ 、
２ ６ ａ が ベ ー ス プ レ ー ト ２ ７ の 軸 支 持 部 ２ ７ ａ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て 、 第 １ 、 第 ２ リ ン
ク 部 材 ２ ４ 、 ２ ６ が 側 面 視 略 く 字 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 連 結 部 材 ２ ５ に 連 結 さ れ た 左 右 一 対 の 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ２ ４ 、 ２ ６ は 、 手 前 側
と 奥 側 （ 図 示 せ ず ） に も 対 向 し て 、 合 計 ４ 個 が 配 設 さ れ て い る 。
そ し て 、 手 前 側 と 奥 側 の 第 １ リ ン ク 部 材 ２ ４ の 支 持 軸 ２ ４ ａ に は 、 同 一 歯 数 の 平 歯 車 （ 図
示 せ ず ） が 軸 支 さ れ て 互 い に 噛 み 合 っ て い る 。
そ し て 、 キ ー ト ッ プ ２ ２ を 押 圧 操 作 す る と 、 平 歯 車 が 互 い に 噛 み 合 っ て い る 手 前 側 と 奥 側
の 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ２ ４ 、 ２ ６ が 互 い に 同 期 し て 動 く と 共 に 、 連 結 部 材 ２ ５ で 連 結 さ
れ て い る 左 右 の 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ２ ４ 、 ２ ６ も 互 い に 同 期 し て 動 く よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ の た め に 、 キ ー ト ッ プ ２ ２ を 押 圧 操 作 す る 部 分 が 片 寄 っ た と し て も 、 キ ー ト ッ プ ２ ２ は
、 水 平 状 態 で 上 下 動 す る よ う に な っ て い る 。
ま た 、 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ ３ は 、 下 端 部 が ラ バ ー ス プ ウ リ ン グ ２ ８ 上 に 位 置 し 、 キ ー ト ッ
プ ２ ２ を 押 圧 操 作 す る と 、 内 部 が 空 洞 状 に 形 成 さ れ た ラ バ ー ス プ リ ン グ ２ ８ が 弾 性 変 形 す
る よ う に な っ て い る 。
ま た 、 ラ バ ー ス プ リ ン グ ２ ８ は 、 ベ ー ス プ レ ー ト ２ ９ 上 に 配 設 さ れ た ス イ ッ チ 回 路 （ 図 示
せ ず ） が 形 成 さ れ た メ ン ブ レ ン シ ー ト ３ ０ 上 に 載 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う な 従 来 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ ２ １ の 操 作 は 、 ま ず キ ー ト ッ プ ２ ２ を 押 圧 操 作 す る
と 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ２ ４ 、 ２ ６ が 、 く の 字 を 折 り 畳 む よ う に 、 そ れ ぞ れ 互 い に 同 期
し て 動 い て キ ー ト ッ プ ２ ２ が 降 下 す る 。 こ の こ と に よ り 、 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ ３ に 押 圧 さ
れ て ラ バ ー ス プ リ ン グ ２ ８ が 弾 性 変 形 し 、 メ ン ブ レ ン シ ー ト ３ ０ に 形 成 し た ス イ ッ チ 回 路
が 切 り 換 わ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 平 ６ － ２ ５ ２ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 従 来 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ ２ １ は 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ２ ４ 、 ２ ６ が 、 図 示 左
右 お よ び 手 前 側 と 奥 側 の ４ 箇 所 に 配 設 す る と 共 に 、 平 歯 車 （ 図 示 せ ず ） 等 を 用 い て キ ー ト
ッ プ ２ ２ を 水 平 状 態 で 上 下 動 さ せ て い た た め に 、 部 品 点 数 が 多 く な り コ ス ト ア ッ プ に な る
問 題 が あ っ た 。
本 発 明 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ は 、 前 述 し た よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 少 な い
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部 品 点 数 で キ ー ト ッ プ を 水 平 状 態 で 上 下 動 さ せ る こ と が 可 能 な 低 コ ス ト の キ ー ボ ー ド ス イ
ッ チ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 本 発 明 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ は 、 キ ー ト ッ プ
と 、 こ の キ ー ト ッ プ と 対 向 す る 側 に 絶 縁 性 の フ ィ ル ム シ ー ト を 介 し て 配 設 さ れ た ベ ー ス プ
レ ー ト と 、 前 記 キ ー ト ッ プ を 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト か ら 所 定 高 さ の 位 置 に 弾 性 付 勢 す る 弾 性
部 材 と 、 前 記 キ ー ト ッ プ を 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 対 し て 昇 降 自 在 に 支 持 可 能 な 複 数 の リ ン
ク 部 材 と 、 前 記 フ ィ ル ム シ ー ト に 形 成 し た ス イ ッ チ 回 路 と を 備 え 、
前 記 複 数 の リ ン ク 部 材 は 、 一 端 部 が 前 記 キ ー ト ッ プ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部
が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る 第 １ リ ン ク 部 材 と 、 一 端 部 が 前 記 キ ー
ト ッ プ に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部 が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 回 動 自 在 に 支 持
さ れ る 第 ２ リ ン ク 部 材 と 、 前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 の そ れ ぞ れ の 中 点 を 連 結 す る 第 ３ リ
ン ク 部 材 と 、 前 記 第 １ リ ン ク 部 材 の 中 点 に 一 端 部 が 回 動 自 在 に 連 結 さ れ る と 共 に 他 端 部 が
前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 第 ４ リ ン ク 部 材 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 と し て 、 前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 は 、 前 記
一 端 部 か ら 前 記 他 端 部 ま で の 長 さ 寸 法 が 同 じ に 形 成 さ れ 、 前 記 キ ー ト ッ プ に 支 持 さ れ る そ
れ ぞ れ の 一 端 部 間 の 寸 法 が 、 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 支 持 さ れ る そ れ ぞ れ の 他 端 部 間 の 寸 法
よ り 広 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ３ の 手 段 と し て 、 前 記 第 ３ リ ン ク 部 材 の 長 さ 寸 法 は 、
前 記 第 １ ま た は 第 ２ リ ン ク 部 材 と 同 等 以 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ４ リ ン ク 部 材 の 長 さ 寸 法 は
、 前 記 第 １ リ ン ク 部 材 の １ ／ ２ に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ４ の 手 段 と し て 、 前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 部 材 に は
、 そ れ ぞ れ の 前 記 中 点 か ら 外 方 に 突 出 さ せ て 、 前 記 第 ３ リ ン ク 部 材 を 支 持 可 能 な 中 間 支 持
部 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ５ の 手 段 と し て 、 キ ー ト ッ プ と 、 こ の キ ー ト ッ プ と 対
向 す る 側 に 絶 縁 性 の フ ィ ル ム シ ー ト を 介 し て 配 設 さ れ た ベ ー ス プ レ ー ト と 、 前 記 キ ー ト ッ
プ を 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト か ら 所 定 高 さ の 位 置 に 弾 性 付 勢 す る 弾 性 部 材 と 、 前 記 キ ー ト ッ プ
を 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 対 し て 昇 降 自 在 に 支 持 可 能 な 複 数 の リ ン ク 部 材 と 、 前 記 フ ィ ル ム
シ ー ト に 形 成 し た ス イ ッ チ 回 路 と を 備 え 、 前 記 複 数 の リ ン ク 部 材 は 、 一 端 部 が 前 記 キ ー ト
ッ プ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部 が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ
れ る 第 １ リ ン ク 部 材 と 、 一 端 部 が 前 記 キ ー ト ッ プ 側 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部
が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト 側 に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る 第 ２ リ ン ク 部 材 と 、 前 記 第 １ 、 第 ２
リ ン ク 部 材 の そ れ ぞ れ の 中 点 を 連 結 す る 第 ３ リ ン ク 部 材 と 、 前 記 第 １ リ ン ク 部 材 の 中 点 に
一 端 部 が 回 動 自 在 に 連 結 さ れ る と 共 に 他 端 部 が 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ
る 第 ４ リ ン ク 部 材 と か ら な り 、
前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 は 、 前 記 キ ー ト ッ プ 側 に 支 持 さ れ る そ れ ぞ れ の 一 端 部 間 の 寸 法
が 、 ぞ れ そ れ の 他 端 部 間 の 寸 法 と 同 じ に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ６ の 手 段 と し て 、 　 前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 は 、 前
記 一 端 部 か ら 前 記 他 端 部 ま で の 長 さ 寸 法 が 同 じ に 形 成 さ れ 、 前 記 キ ー ト ッ プ 側 に 支 持 さ れ
る そ れ ぞ れ の 一 端 部 間 の 寸 法 が 、 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 支 持 さ れ る そ れ ぞ れ の 他 端 部 間 の
寸 法 と 同 じ に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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本 発 明 は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の 入 出 力 機 器 に 使 用 さ れ る キ ー ボ ー ド 装 置 あ る い は
入 力 ス イ ッ チ 装 置 に 用 い て 好 適 な キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ に 関 し 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態
の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ を 図 １ ～ 図 １ ６ に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 関 す る キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ の 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 図
１ の 平 面 図 で あ り 、 図 ３ は 図 １ の 側 面 図 で あ り 、 図 ４ は 本 発 明 に 係 わ る キ ー ト ッ プ の 要 部
断 面 図 で あ り 、 図 ５ は 図 ４ の 下 面 図 で あ り 、 図 ６ ～ 図 ８ は 本 発 明 に 係 わ る 第 １ リ ン ク 部 材
を 説 明 す る 図 面 で あ り 、 図 ９ 、 図 １ ０ は 本 発 明 に 係 わ る 第 ３ リ ン ク 部 材 を 説 明 す る 図 面 で
あ り 、 図 １ １ は 本 発 明 に 係 わ る ベ ー ス プ レ ー ト の 側 面 図 で あ り 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ は 本 発 明
に 係 わ る 第 ４ リ ン ク 部 材 を 説 明 す る 図 面 で あ り 、 図 １ ４ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 関
す る キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ の 動 作 を 説 明 す る 概 略 図 で あ り 、 図 １ ５ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の
形 態 に 関 す る キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ の 動 作 を 説 明 す る 概 略 図 で あ り 、 図 １ ６ は 本 発 明 の 第 ３
の 実 施 の 形 態 に 関 す る キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ の 動 作 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま ず 、 本 発 明 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ １ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 最 上 部 に ２ 点 鎖 線 で
示 す よ う な キ ー ト ッ プ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の キ ー ト ッ プ ２ は 、 樹 脂 材 料 等 か ら な り 、
図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 外 形 が 略 矩 形 状 に 形 成 さ れ 、 上 壁 ２ ａ と こ の 上 壁 ２ ａ の 操 作 面
２ ｅ と 反 対 側 の 外 周 部 を 囲 む よ う に 周 壁 ２ ｂ が 形 成 さ れ て 、 キ ー ト ッ プ ２ の 裏 面 側 が 凹 状
に 形 成 さ れ て い る 。
前 記 キ ー ト ッ プ ２ は 、 周 壁 ２ ｂ に 接 し て 上 壁 ２ ａ の 裏 面 側 に 、 所 定 の 間 隔 を 有 し て 周 壁 ２
ｂ と 同 じ 高 さ に 突 出 し て 回 動 支 持 部 ２ ｃ 、 ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
こ の 回 動 支 持 部 ２ ｃ 、 ２ ｃ に 、 後 述 す る 第 １ リ ン ク 部 材 ３ の 一 端 部 で あ る 上 方 支 持 部 ３ ｃ
を 回 動 自 在 に ス ナ ッ プ 係 支 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 キ ー ト ッ プ ２ は 、 上 壁 ２ ａ の 裏 面 で 、 回 動 支 持 部 ２ ｃ 、 ２ ｃ と 対 向 す る 図 示 上 方 に
、 略 Ｌ 字 状 の ス ラ イ ド 支 持 部 ２ ｄ 、 ２ ｄ が 所 定 の 間 隔 を 有 し て 周 壁 ２ ｂ と 同 じ 高 さ に 突 出
形 成 さ れ て い る 。 こ の ス ラ イ ド 係 支 部 ２ ｄ 、 ２ ｄ に 、 後 述 す る 第 ２ リ ン ク ４ の 一 端 部 で あ
る 上 方 支 持 部 ４ ｃ を ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 可 能 に な っ て い る 。
こ の よ う な キ ー ト ッ プ ２ は 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ の そ れ ぞ れ の 上 方 支 持 部 ３ ｃ 、
４ ｃ に 支 持 さ れ て 矢 印 Ａ 、 Ｂ 方 向 に 昇 降 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ は 、 樹 脂 材 料 等 か ら な り 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 下 部 側 が 略 半 円 状
に 切 り 欠 き さ れ た 切 り 欠 き 部 ３ ａ を 有 す る 本 体 部 ３ ｂ が 形 成 さ れ 、 本 体 部 ３ ａ の 一 端 部 で
あ る 図 示 上 部 か ら 左 右 の 外 方 に 上 方 支 持 部 ３ ｃ 、 ３ ｃ が 突 出 形 成 さ れ て い る 。 こ の 上 方 支
持 部 ３ ｃ 、 ３ ｃ が 、 キ ー ト ッ プ ２ の 回 動 支 持 部 ２ ｃ 、 ２ ｃ に 回 動 支 持 可 能 に な っ て い る 。
ま た 、 本 体 部 ３ ｂ の 他 端 部 で あ る 図 示 下 部 か ら 左 右 の 外 方 に 下 方 支 持 部 ３ ｄ 、 ３ ｄ が 突 出
形 成 さ れ 、 こ の 下 方 支 持 部 ３ ｄ 、 ３ ｄ は 、 後 述 す る ベ ー ス プ レ ー ト ８ の ス ラ イ ド 支 持 部 ８
ｃ に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ は 、 上 部 支 持 部 ３ ｃ と 下 部 支 持 部 ３ ｄ の 中 点 か ら 図 示 左 右 の 外 方
に 中 間 支 持 部 ３ ｅ 、 ３ ｅ が 、 上 部 と 下 部 の 支 持 部 ３ ｃ 、 ３ ｄ よ り 長 く 形 成 さ れ て い る 。
ま た 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ は 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ と 同 じ 形 状 と 材 質 な の で 、 第 １ リ ン ク 部 材
３ と 同 じ 図 ６ ～ 図 ８ を 用 い て 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ の 部 番 を 括 弧 内 に 記 載 し て 説 明 す る 。
ま ず 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ は 、 半 円 状 の 切 り 欠 き 部 ４ ａ を 有 す る 本 体 部 ４ ｂ が 形 成 さ れ 、 こ
の 本 体 部 ４ ｂ に は 、 上 方 支 持 部 ４ ｃ 、 ４ ｃ 、 下 方 支 持 部 ４ ｄ 、 ４ ｄ 、 中 間 支 持 部 ４ ｅ 、 ４
ｅ を そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ と 同 形 状 に な っ て い る 。
そ し て 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ の 上 方 支 持 部 ４ ｃ 、 ４ ｃ が 、 キ ー ト ッ プ ２ の ス ラ イ ド 支 持 部 ２
ｄ 、 ２ ｄ に ス ラ イ ド 支 持 可 能 に な っ て い る 。 ま た 、 下 方 支 持 部 ４ ｄ 、 ４ ｄ は 、 後 述 す る ベ
ー ス プ レ ー ト ８ の 第 ２ 回 動 支 持 部 ８ ｂ に 回 動 支 持 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ は 、 そ れ ぞ れ の 一 端 部 で あ る 上 方 支 持 部 ３ ｃ 、 ４ ｃ が キ
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ー ト ッ プ ２ に 支 持 さ れ る と 共 に 、 そ れ ぞ れ の 中 間 支 持 部 ３ ｅ 、 ４ ｅ が 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ に
連 結 さ れ る こ と に よ り 一 体 化 さ れ る よ う に な っ て い る 。
前 記 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ は 、 樹 脂 材 料 等 か ら な り 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 角 棒 状 の ア
ー ム 部 ５ ａ を 有 し 、 こ の ア ー ム 部 ５ ａ の 図 示 右 端 部 に は 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ の そ れ ぞ れ の
中 間 支 持 部 ３ ｅ 、 ３ ｅ に 挿 通 し て 係 支 可 能 な 第 １ 係 支 孔 ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ は 、 ア ー ム 部 ５ ａ の 左 端 部 に 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ の そ れ ぞ れ の 中
間 支 持 部 ４ ｅ 、 ４ ｅ に 挿 通 し て 係 支 可 能 な 第 ２ 係 支 孔 ５ ｃ が 、 略 Ｌ 字 状 に 突 出 さ せ た 突 部
５ ｄ に 貫 通 形 成 さ れ 、 突 部 ５ ｄ が 三 ツ 割 状 に 形 成 さ れ て い る 。
前 記 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ に 連 結 さ れ た 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ は 、 そ れ ぞ れ の 上 方 支 持
部 ３ ｃ 、 ４ ｃ を 、 キ ー ト ッ プ ２ の 回 動 支 持 部 ２ ｃ と ス ラ イ ド 支 持 部 ２ ｄ と に 支 持 す る と 、
図 ３ に 示 す よ う に 、 側 面 視 が 逆 ハ 字 状 に な る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 キ ー ト ッ プ ２ に 支 持 し て 、 側 面 視 が 逆 ハ 字 状 に な っ た 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４
は 、 互 い に 対 向 す る 切 り 欠 き 部 ３ ａ 、 ４ ａ 間 に 挟 ま れ た 部 分 に 、 内 部 が ド ー ム 状 の 空 洞 部
（ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ た 弾 性 部 材 で あ る ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ が 配 設 さ れ 、 こ の ラ バ ー ス
プ リ ン グ ６ が 後 述 す る フ ィ ル ム シ ー ト ７ に 接 着 剤 等 で 接 着 さ れ て 固 着 さ れ て い る 。
前 記 ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ の 空 洞 部 内 の 天 井 部 に は 、 可 動 接 点 部 （ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ て
、 後 述 す る フ ィ ル ム シ ー ト ７ の 固 定 接 点 部 に 導 通 す る こ と に よ り ス イ ッ チ 回 路 を 切 り 換 え
可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ の 他 端 部 で あ る そ れ ぞ れ の 下 方 支 持 部 ３ ｄ 、 ４ ｄ は 、
フ ィ ル ム シ ー ト ７ を 介 し て 金 属 板 等 か ら な る ベ ー ス プ レ ー ト ８ に 支 持 さ れ て い る 。
前 記 フ ィ ル ム シ ー ト ７ は 、 例 え ば 表 面 に ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ の 可 動 接 点 部 （ 図 示 せ ず ） が
接 触 し て 導 通 可 能 な 、 所 定 の 隙 間 を 有 し て 互 い に 絶 縁 さ れ た 一 対 の 固 定 接 点 部 （ 図 示 せ ず
） が 形 成 さ れ て い る 。
即 ち 、 本 発 明 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ １ は 、 可 動 接 点 部 と 固 定 接 点 部 と か ら な る ス イ ッ チ 回
路 が 形 成 さ れ 、 キ ー ト ッ プ ２ の 押 圧 操 作 に よ り 可 動 接 点 が 固 定 接 点 に 導 通 し て ス イ ッ チ 回
路 が 切 り 換 わ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 ベ ー ス プ レ ー ト ８ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 一 部 分 を 一 方 側 に 切 り 起 こ し し て 、 そ
れ ぞ れ 一 対 の 第 １ 回 動 支 持 部 ８ ａ と 第 ２ 回 動 支 持 部 ８ ｂ と が 形 成 さ れ 、 こ の 第 ２ 回 動 支 持
部 ８ ｂ に ス ラ イ ド 支 持 部 ８ ｃ が 一 体 形 成 さ れ て い る 。
ま た 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ は 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ の 　 第 １ 係 支 孔 ５ ｂ を 係 支 し た 状 態 の 中 間
支 持 部 ３ ｅ に 第 ４ リ ン ク 部 材 ９ が 支 持 さ れ て い る 。
こ の 第 ４ リ ン ク 部 材 ９ は 、 樹 脂 材 料 等 か ら な り 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 縦 長 状 の
本 体 部 ９ ａ を 有 し 、 こ の 本 体 部 ９ ａ の 一 端 部 側 で あ る 図 示 上 部 に 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ の 中
間 支 持 部 ３ ｅ 、 ３ ｅ に 挿 通 可 能 な 上 方 支 持 部 ９ ｂ が 貫 通 成 さ れ 、 他 端 部 側 で あ る 図 示 下 部
に 、 ベ ー ス フ レ ー ム ８ の 第 １ 回 動 支 持 部 ８ ａ に 回 動 支 持 可 能 な 下 方 支 持 部 ９ ｃ が 突 出 形 成
さ れ て 、 外 形 が 略 Ｌ 字 状 に な っ て い る 。
そ し て 、 第 ４ リ ン ク 部 材 ９ の 上 方 支 持 部 ９ ｂ を 嵌 合 さ せ て 支 持 し た 第 １ リ ン ク 部 材 ３ の 中
間 支 持 部 ３ ｅ 、 ３ ｅ の 外 側 に は 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ の 第 １ 係 支 孔 ５ ｂ を 嵌 合 さ せ て 係 支 可
能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 キ ー ト ッ プ ２ と ベ ー ス プ レ ー ト ８ と に そ れ ぞ れ の 一 端 部 と 他 端 部 と を 支 持 し た 第 １
、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ は 、 れ ぞ れ の 一 端 部 で あ る 上 方 支 持 部 ３ ｃ 、 ４ ｃ 間 の 寸 法 が 、 ぞ
れ そ れ の 他 端 部 で あ る ３ ｄ 、 ４ ｄ 間 の 寸 法 よ り 広 く 形 成 さ れ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 側 面
視 が 逆 ハ の 字 状 に な っ て い る 。
ま た 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ は 、 上 方 支 持 部 ３ ｃ 、 ４ ｃ か ら 下 方 支 持 部 ３ ｄ 、 ４ ｄ
ま で の 長 さ 寸 法 が 同 じ に 形 成 さ れ 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ の 長 さ 寸 法 は 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部
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材 の 前 記 長 さ 寸 法 と 同 等 以 上 に 形 成 さ れ 、 第 ４ リ ン ク 部 材 ９ の 長 さ 寸 法 は 、 第 １ 、 第 ２ リ
ン ク 部 材 ３ 、 ４ の １ ／ ２ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 述 し た よ う な 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ １ の 組 立 を 、 図 １ ４ の 概
略 図 で 説 明 す る と 、 ま ず 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ の 中 点 で あ る 中 間 支 持 部 ３ ｅ に 第 ４ リ ン ク 部
材 ９ の 上 方 支 持 部 ９ ｂ を 支 持 す る と 共 に 、 第 ４ リ ン ク 部 材 ９ の 外 側 に 突 出 す る 中 間 支 持 部
３ ｅ に 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ の 第 １ 係 支 孔 ５ ｂ を 挿 通 し て 係 支 す る 。
ま た 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ の 中 間 支 持 部 ４ ｅ に 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ の 第 ２ 係 支 孔 ５ ｃ を 挿 通
し て 係 支 す る こ と に よ り 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ が 連 結 さ れ て 一 体 化 さ れ る 。
ま た 、 弾 性 部 材 で あ る ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ は 、 事 前 に フ ィ ル ム シ ー ト ７ の 固 定 接 点 部 が 形
成 さ れ た 部 分 に 接 着 剤 等 で 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ の 一 端 部 で あ る 上 方 支 持 部 ３ ｃ を 、 キ ー ト ッ プ ２ の 回 動 支 持 部 ２
ｃ に 回 動 支 持 す る と 共 に 、 他 端 部 で あ る 下 方 支 持 部 ３ ｄ を ベ ー ス プ レ ー ト ８ の ス ラ イ ド 支
持 部 ８ ｃ に ス ラ イ ド 支 持 す る 。
ま た 、 第 ４ リ ン ク 部 材 ９ の 他 端 部 の 下 方 支 持 部 ９ ｃ を 、 ベ ー ス プ レ ー ト ８ の 第 １ 回 動 支 持
部 ８ ａ に 回 動 支 持 す る 。
ま た 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ の 一 端 部 で あ る 上 方 支 持 部 ４ ｃ を 、 キ ー ト ッ プ ２ の ス ラ イ ド 支 持
部 ２ ｄ に ス ラ イ ド 支 持 す る と 共 に 、 他 端 部 で あ る 下 方 支 持 部 ４ ｄ を ベ ー ス プ レ ー ト ８ の 第
２ 回 動 支 持 部 ８ ｂ に 回 動 支 持 す る 。
す る と 、 キ ー ト ッ プ ２ が ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ に 弾 性 付 勢 さ れ て ベ ー ス プ レ ー ト ８ か ら 所 定
量 上 昇 し た 初 期 状 態 に 位 置 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 組 み 立 て ら れ た 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ １ の 操 作 を 、
図 １ ４ の 概 略 図 で 説 明 す る と 、 ま ず 、 ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ の 弾 性 力 で 初 期 状 態 に あ る キ ー
ト ッ プ ２ を 矢 印 Ｂ の 下 方 に 押 圧 操 作 す る 。
す る と 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ は 、 上 方 支 持 部 ３ ｃ が ベ ー ス プ レ ー ト ８ 側 に 垂 直 降 下 す る と 共
に 、 下 方 支 持 部 ３ ｄ が 矢 印 Ｃ 方 向 に ス ラ イ ド す る こ と に よ り 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ が 第 ２ リ
ン ク 部 材 ４ の 中 間 支 持 部 ４ ｅ を 図 示 左 方 向 に 押 圧 し て 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ の 上 方 支 持 部 ４
ｃ が 矢 印 Ｄ 方 向 に ス ラ イ ド す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の こ と に よ り 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ４ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ 、 ９ が 、 そ れ ぞ れ ベ ー ス プ レ ー ト ８
と 平 行 に な る 方 向 に 傾 倒 し て キ ー ト ッ プ ２ が 水 平 状 態 で 降 下 す る 。
そ れ と 共 に 、 降 下 す る キ ー ト ッ プ ２ が ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ を 押 圧 し て 、 ラ バ ー ス プ リ ン グ
６ が 弾 性 変 形 す る こ と に よ り 、 ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ の 空 洞 部 内 の 天 井 部 に 形 成 し た 可 動 接
点 部 （ 図 示 せ ず ） が フ ィ ル ム シ ー ト ７ に 形 成 し て い る 固 定 接 点 部 （ 図 示 せ ず ） に 接 触 し て
導 通 す る こ と に よ り 、 ス イ ッ チ 回 路 が 切 り 換 わ る 。
そ の 後 、 キ ー ト ッ プ ２ に 加 え て い た 押 圧 力 を 解 除 す る と 、 ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ の 弾 性 力 で
キ ー ト ッ プ ２ が 矢 印 Ａ の 上 方 に 上 昇 し て 初 期 状 態 に 自 動 復 帰 す る と 共 に ス イ ッ チ 回 路 も 初
期 状 態 に 切 り 換 わ る よ う に な っ て い る 。
ま た 、 キ ー ト ッ プ ２ の 押 圧 位 置 が 、 上 壁 ２ ａ の 中 央 部 で な く 端 部 側 で あ っ た と し て も 、 キ
ー ト ッ プ ２ は 、 そ れ ぞ れ の リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ９ の 作 用 で 水 平 状 態 で 昇 降 す る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ １ １ を 、 図 １ ５ に 示 す 概 略 図 に 基
づ い て 説 明 す る 。 そ し て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ １ と 部 材 は 同 じ 番 号 を
付 し て 説 明 す る 。
ま ず 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ の 中 間 支 持 部 ３ ｅ に は 、 第 ４ リ ン ク 部 材 ９ の 上 方 支 持 部 ９ ｂ が 支
持 さ れ る と 共 に 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ の 第 １ 係 支 孔 ５ ｂ が 挿 通 さ れ て 係 支 さ れ て い る 。
ま た 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ の 中 間 支 持 部 ４ ｅ に は 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ の 第 ２ 係 支 孔 ５ ｃ が 係
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支 さ れ て 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ が 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ で 連 結 さ れ て 一 体 化 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ は 、 上 方 支 持 部 ３ ｃ が キ ー ト ッ プ １ ２ の 第 １ 回 動 支 持 部 １ ２ ｂ に
回 動 支 持 さ れ る と 共 に 、 下 方 支 持 部 ３ ｄ が ベ ー ス プ レ ー ト １ ８ の 第 １ ス ラ イ ド 支 持 部 １ ８
ａ に ス ラ イ ド 支 持 さ れ て 矢 印 Ｅ 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 可 能 に な っ て い る 。
ま た 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ の 中 間 支 持 部 ３ ｅ に 上 方 支 持 部 ９ ｂ を 回 動 支 持 し た 第 ４ リ ン ク 部
材 ９ は 、 下 方 支 持 部 ９ ｃ が ベ ー ス プ レ ー ト １ ８ の 回 動 支 持 部 １ ８ ｂ に 回 動 支 持 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ は 、 上 方 支 持 部 ４ ｃ が キ ー ト ッ プ １ ２ の 第 ２ 回 動 支 持 部 １ ２ ｃ に
回 動 支 持 さ れ て い る と 共 に 、 下 方 支 持 部 ４ ｄ が ベ ー ス プ レ ー ト １ ８ の 第 ２ ス ラ イ ド 支 持 部
１ ８ ｃ に ス ラ イ ド 支 持 さ れ て 矢 印 Ｅ 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 可 能 に な っ て い る 。
こ の よ う な 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ １ １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と
同 様 に 、 キ ー ト ッ プ １ ２ を 押 圧 操 作 す る と 、 キ ー ト ッ プ １ ２ が 水 平 状 態 で 降 下 し て 、 フ ィ
ル ム シ ー ト ７ の ス イ ッ チ 回 路 が 切 り 換 わ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ １ １ を 、 図 １ ６ に 示 す 概 略 図 に 基
づ い て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ １ と 部 材 は 同 じ 番 号 を 付 し て 説 明 す る 。
ま ず 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ の 中 間 支 持 部 ３ ｅ に は 、 第 ４ リ ン ク 部 材 ９ の 上 方 支 持 部 ９ ｂ が 支
持 さ れ る と 共 に 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ の 第 １ 係 支 孔 ５ ｂ が 係 支 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ リ ン
ク 部 材 ４ の 中 間 支 持 部 ４ ｅ に は 、 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ の 第 ２ 係 支 孔 ５ ｃ が 係 支 さ れ て 、 第 １
、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ が 第 ３ リ ン ク 部 材 ５ に 連 結 さ れ て 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 第 １ リ ン ク 部 材 ３ は 、 上 方 支 持 部 ３ ｃ が キ ー ト ッ プ ３ ２ の 第 １ 回 動 支 持 部 ３ ２ ｂ に
回 動 支 持 さ れ る と 共 に 、 下 方 支 持 部 ３ ｄ が ベ ー ス プ レ ー ト ３ ８ の 第 １ ス ラ イ ド 支 持 部 ３ ８
ａ に ス ラ イ ド 支 持 さ れ て 矢 印 Ｆ 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 可 能 に な っ て い る 。 ま た 、 第 １ リ ン ク
部 材 ３ の 中 間 支 持 部 ３ ｅ に 上 方 支 持 部 ９ ｂ を 回 動 支 持 し た 第 ４ リ ン ク 部 材 ９ は 、 下 方 支 持
部 ９ ｃ が ベ ー ス プ レ ー ト ３ ８ の 回 動 支 持 部 ３ ８ ｂ に 回 動 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ４ は 、 上 方 支 持 部 ４ ｃ が キ ー ト ッ プ ３ ２ の 第 ２ 回 動 支 持 部 ３ ２ ｃ に
回 動 支 持 さ れ る と 共 に 、 下 方 支 持 部 ４ ｄ が ベ ー ス プ レ ー ト ３ ８ の 第 ２ ス ラ イ ド 支 持 部 ３ ８
ｃ に ス ラ イ ド 支 持 さ れ て 矢 印 Ｆ 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 可 能 に な っ て い る 。
こ の よ う な 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ ３ １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と
同 様 に 、 キ ー ト ッ プ ３ ２ を 押 圧 操 作 す る と 、 キ ー ト ッ プ ３ ２ が 水 平 状 態 で 降 下 し て 、 フ ィ
ル ム シ ー ト ７ の ス イ ッ チ 回 路 が 切 り 換 わ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 本 発 明 の 第 １ 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 フ ィ ル ム シ ー ト ７ を １ 枚 シ ー ト で 説 明 し た
が 、 図 示 を 省 略 す る が 、 ス ペ ー サ ー シ ー ト を 挟 ん で 上 下 に 対 向 さ せ て 一 対 の フ ィ ル ム シ ー
ト ７ 、 ７ を 配 設 し 、 こ の 一 対 の フ ィ ル ム シ ー ト ７ 、 ７ の 互 い に 対 向 す る 部 分 に 接 点 部 を 形
成 し 、 こ の 接 点 部 形 成 部 分 を ラ バ ー ス プ リ ン グ ６ が 押 圧 す る こ と に よ り ス イ ッ チ 回 路 が 切
り 換 わ る よ う に し た も の で も 良 い 。
ま た 、 本 発 明 の 第 １ 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 ３ 、 ４ の 下 方 支 持 部
３ ｄ 、 ４ ｄ 及 び 第 ４ リ ン ク 材 ９ の 下 方 支 持 部 ９ ｃ を 、 フ ィ ル ム シ ー ト ７ を 介 し て ベ ー ス プ
レ ー ト ８ 上 に 位 置 さ せ た も の で 説 明 し た が 、 ベ ー ス プ レ ー ト ８ 上 に 直 接 位 置 さ せ た も の で
も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 複 数 の リ ン ク 部 材 は 、 一 端 部 が キ ー ト ッ
プ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部 が ベ ー ス プ レ ー ト に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る 第
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１ リ ン ク 部 材 と 、 一 端 部 が キ ー ト ッ プ に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に 他 端 部 が ベ ー ス
プ レ ー ト に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 第 ２ リ ン ク 部 材 と 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 の そ れ ぞ れ の
中 点 を 連 結 す る 第 ３ リ ン ク 部 材 と 、 第 １ リ ン ク 部 材 の 中 点 に 一 端 部 が 回 動 自 在 に 連 結 さ れ
る と 共 に 他 端 部 が ベ ー ス プ レ ー ト に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 第 ４ リ ン ク 部 材 と か ら な る の で
、 少 な い 部 品 点 数 で 、 キ ー ト ッ プ を 水 平 状 態 で ベ ー ス プ レ ー ト 側 に 降 下 さ せ る こ と が で き
る 。
そ の た め に 、 キ ー ト ッ プ の 押 圧 操 作 に よ り 、 ス イ ッ チ 回 路 を 確 実 に 切 り 換 え る こ と が で き
、 操 作 性 に 優 れ た キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 は 、 一 端 部 か ら 他 端 部 ま で の 長 さ 寸 法 が 同 じ に 形 成 さ れ 、 キ
ー ト ッ プ に 支 持 さ れ る そ れ ぞ れ の 一 端 部 間 の 寸 法 が 、 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 支 持 さ れ る そ
れ ぞ れ の 他 端 部 間 の 寸 法 よ り 広 く 形 成 さ れ て い る の で 、 キ ー ト ッ プ を 水 平 状 態 で 確 実 に 昇
降 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 を 、 共 通 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 第 ３ リ ン ク 部 材 の 長 さ 寸 法 は 、 第 １ ま た は 第 ２ リ ン ク 部 材 と 同 等 以 上 に 形 成 さ れ 、
第 ４ リ ン ク 部 材 の 長 さ 寸 法 は 、 第 １ リ ン ク 部 材 の １ ／ ２ に 形 成 さ れ て い る の で 、 キ ー ト ッ
プ を 水 平 状 態 で 、 更 に 確 実 に 昇 降 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 部 材 に は 、 そ れ ぞ れ の 中 点 か ら 外 方 に 突 出 さ せ て 、 第 ３ リ ン
ク 部 材 を 支 持 可 能 な 中 間 支 持 部 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る の で 、 中 間 支 持 部 で 、 第 ３ リ ン
ク 部 材 を 連 結 し て 一 体 化 す る こ と が で き 組 み 立 て 性 が 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 は 、 キ ー ト ッ プ 側 に 支 持 さ れ る そ れ ぞ れ
の 一 端 部 間 の 寸 法 が 、 ぞ れ そ れ の 他 端 部 間 の 寸 法 と 同 じ に 形 成 さ れ て い る の で 、 キ ー ト ッ
プ を 押 圧 操 作 す る こ と に よ り 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 キ ー ト ッ プ を 水 平 状 態 で ベ ー
ス プ レ ー ト 側 に 降 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】 前
ま た 、 第 １ 、 第 ２ リ ン ク 部 材 は 、 一 端 部 か ら 他 端 部 ま で の 長 さ 寸 法 が 同 じ に 形 成 さ れ 、 キ
ー ト ッ プ 側 に 支 持 さ れ る そ れ ぞ れ の 一 端 部 間 の 寸 法 が 、 ベ ー ス プ レ ー ト に 支 持 さ れ る そ れ
ぞ れ の 他 端 部 間 の 寸 法 と 同 じ に 形 成 さ れ て い る の で 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 キ ー ト
ッ プ を 水 平 状 態 で ベ ー ス プ レ ー ト 側 に 降 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 関 す る キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 わ る キ ー ト ッ プ の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 下 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 わ る 第 １ リ ン ク 部 材 を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 わ る 第 １ リ ン ク 部 材 を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 わ る 第 １ リ ン ク 部 材 を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 わ る 第 ３ リ ン ク 部 材 を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 わ る 第 ３ リ ン ク 部 材 を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 わ る ベ ー ス プ レ ー ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 わ る 第 ４ リ ン ク 部 材 を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に 係 わ る 第 ４ リ ン ク 部 材 を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 関 す る 動 作 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 関 す る 動 作 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 関 す る 動 作 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ の 概 略 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ 　 第 １ の 実 施 の 形 態 の キ ー ボ ー ド ス イ ッ チ
２ 　 キ ー ト ッ プ
２ ｃ 　 回 動 支 持 部
２ ｄ 　 ス ラ イ ド 支 持 部
３ 　 第 １ リ ン ク 部 材
３ ａ 　 本 体 部
３ ｂ 　 切 り 欠 き 部
３ ｃ 　 上 方 支 持 部
３ ｄ 　 下 方 支 持 部
３ ｅ 　 中 間 支 持 部
４ 　 第 ２ リ ン ク 部 材
４ ａ 　 本 体 部
４ ｂ 　 切 り 欠 き 部
４ ｃ 　 上 方 支 持 部
４ ｄ 　 下 方 支 持 部
４ ｅ 　 中 間 支 持 部
５ 　 連 結 部 材
５ ａ 　 ア ー ム 部
５ ｂ 　 第 １ 係 支 孔
５ ｃ 　 第 ２ 係 支 孔
６ 　 ラ バ ー ス プ リ ン グ
７ 　 フ ィ ル ム シ ー ト
８ 　 ベ ー ス プ レ ー ト
８ ａ 　 第 １ 回 動 支 持 部
８ ｂ 　 第 ２ 回 動 支 持 部
８ ｃ 　 ス ラ イ ド 支 持 部
９ 　 第 ４ リ ン ク 部 材
９ ａ 　 本 体 部
９ ｂ 　 上 方 支 持 部
９ ｃ 　 下 方 支 持 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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